
  国際科学技術共同研究推進事業「国際共同研究拠点」平成27年度公募の実施について 

    
   【プロジェクトのイメージ】 
    科学技術外交上重要なASEAN地域・インドにおいて、国際協力によるオープンイノベーション創出のための中核共同研究拠点と 
   サテライト共同研究拠点（複数）を形成する。 
    共同研究拠点は、社会実装に伴う現地政府・科技機関との折衝・調整、日本の科技プレゼンス強化に向けた活動（イベント開催 
   等）の機能を担う。 
    また、若手研究者や社会実装コーディネーターの現地派遣を通して、イノベーション人材の育成･交流(キャパシティ･ビルディング）、 
   相手国･地域との研究協力基盤の強化、コンソーシアム形成を通じた新たな共同研究の発展や社会実装にまで繋げることが望ましい。 
    社会実装や政府･地域などへの働きかけを効果的に推進するため、人文･社会科学の協力を求めることも奨励する。 
     
   【対象分野・予算額・支援期間】 
   ・ASEAN地域（環境・エネルギー・生物資源･防災など）、インド（バイオテクノロジー・情報･通信技術、環境・エネルギーなど）  
   ・ASEAN地域、インドについて、各１提案（計2提案）を採択する予定。 
   ・１提案当たり各年度予算額は１億円（5年間で5億円）。 
   ・支援期間は5年間（継続により更なる発展が期待できる課題は最長5年間の延長がありうる。） 
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